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元
気
セ
ン
タ
ー
、ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
に
は
建
設
し
な
い！

　
跡
地
に
つ
い
て
売
却
可
能
な
宅
地
と
し
て
計
算

町
長
９
月
議
会
で
表
明
…
待
ち
望
ん
で
い
た
利
用
者
ら
落
胆
！！

◦
「
地
域
共
生
の
実
現
」
に
つ
い
て
は

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
仕
組
み
作
り
が

必
要
で
あ
っ
た
が
「
ど
の
よ
う
な
施

設
に
し
た
い
か
」
と
い
う
ハ
ー
ド
面

へ
の
議
論
が
先
行
し
て
き
た
。

◦
本
来
で
あ
れ
ば
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
共

　
９
月
議
会
の
最
終
日（
９
月
20
日
）に
町
長
よ
り
、
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
に
福
祉
施
設
を
建
設
し
な
い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
前
段
で
、
北
沢
町
長
就
任
後
に
「
仮
称
元
気
セ
ン
タ
ー
」
建
設
に
つ
い
て
の
再
検
証
を
役
場
内
で
行
っ
た
と
い
う
内
容
に

つ
い
て
、
議
会
に
説
明
が
あ
っ
た
。

　
再
検
証
か
ら
判
断
し
た
町
の
結
論
が
、
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
に
は
建
設
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
「
再
検
証
に
関
す
る
報
告
書
」
を
受
け
て
の
、
町
の
方
針
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

生
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要
な

の
か
な
ど
を
論
議
し
、
そ
こ
か
ら
具

現
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

◦
現
在
一
時
的
に
借
り
て
い
る
事
業
実

施
場
所（
上
片
桐
公
民
館
な
ど
）の
代

替
施
設
の
整
備
対
応
は
緊
急
の
課
題

で
あ
る
。

◦
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生
の
実

現
に
向
け
た
共
同
検
討
体
制
の
確
立

と
、
代
替
施
設
の
整
備
は
分
け
て
考

え
て
い
く
。

◦
ま
ず
は
、「
地
域
共
生
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
確
保
す
べ
く
必
要
予

算
を
補
正
予
算
に
て
、
４
４
５
万
円

　

受
益
者
住
民
、
納
税
者
住
民
（
税
金

を
納
め
る
人
）、
主
権
者
住
民
の
理
解

度
を
高
め
る
取
り
組
み
と
す
る
。

　

現
段
階
で
は
旧
店
舗
跡
へ
の
建
設
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

親
愛
の
里　
事
業
所
の
結
論
は
す
ぐ
に

は
出
せ
な
い
。
障
が
い
者
は
声
を
だ
し

づ
ら
い
。
時
間
が
掛
か
っ
て
も
良
い
の

で
ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
へ
の
建
設
を
望
む
。

社
協　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
道

　

こ
れ
ま
で
報
告
が
無
か
っ
た
た
め
議

会
と
し
て
議
論
の
機
会
が
持
て
な
か
っ

た
。
こ
の
方
針
が
真
に
住
民
の
た
め
に

な
る
か
を
注
視
し
議
論
し
て
い
く
。

　

今
ま
で
長
い
期
間
掛
け
て
進
め
て
き

た
も
の
を
、
い
と
も
簡
単
に
覆
さ
れ
る

の
は
悲
し
い
。

　

ハ
ロ
ー
ミ
ヤ
跡
地
に
建
設
す
る
建
物

の
価
格
を
も
う
一
度
計
算
し
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。（
間
瀬
議
員
）

が
上
程
さ
れ
可
決
さ
れ
た
。

◦
代
替
施
設
の
整
備
は
、
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
耐
震
改
修
し
、
コ
ミ
ュ
カ

フ
ェ
な
ど
を
入
れ
る
。
高
齢
者
生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
社
会
福
祉
協

議
会
を
利
用
す
る
。
概
算
整
備
費
は

２
億
５
，５
０
０
万
円
。

町
の
考
え
方
は
？

委
託
事
業
者
は
？

議
会
と
し
て
は
？

議
員
の
意
見
は
？

路
環
境
も
良
く
な
い
。
お
年
寄
り
の
利

用
者
は
車
で
通
う
方
も
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
の
声
も
聞
い
て
欲
し

い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
納
得
で
き
な
い
。 どうする？ハローミヤ跡地
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こ
こ
が
聞
き
た
い
!!

人
件
費
増
加
の

対
応
は

教
育
費
は
十
分
に

割
り
当
て
ら
れ
た
か

徴
税
の
滞
納
金
・

未
収
金
の
扱
い
は

質
問　
人
件
費
の
抑
制
は

緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
感

じ
て
い
る
が
。

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　
町
民
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
伴
い
正
規
の
職

員
の
数
が
増
え
て
い
る
が

人
件
費
を
あ
げ
て
い
く
こ

と
は
難
し
く
定
員
管
理
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

課
の
統
廃
合
を
す
す
め
、

横
断
的
に
業
務
に
関
わ
る

体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
で
対
応
し
て
い
く
。

質
問　
子
育
て
・
教
育
の

充
実
を
掲
げ
て
い
る
が
、

予
算
の
配
分
が
少
な
い
の

で
は
。 

（
加
賀
田
議
員
）

答
弁　

大
胆
な
政
策
を

打
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
学

園
化
構
想
も
含
め
、
有
機

野
菜
を
使
っ
た
自
校
給
食
、

特
別
支
援
学
級
の
充
実
な

ど
今
ま
で
松
川
町
が
培
っ

て
き
た
も
の
に
更
に
力
を

注
い
で
い
く
。

質
問　
国
民
健
康
保
険
税
、

町
税
な
ど
の
滞
納
金
、
未

収
金
は
税
の
公
平
性
と
い

う
こ
と
か
ら
回
収
を
す
す

め
る
べ
き
で
は
。

（
松
井
議
員
）

答
弁　
滞
納
金
を
一
度
に

払
え
な
い
方
に
つ
い
て
は

分
納
と
い
う
形
で
納
付
を

す
す
め
た
り
、
滞
納
整
理

機
構
な
ど
を
利
用
し
て
徴

収
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
、

自
主
財
源
確
保
の
た
め
に

も
適
切
な
債
権
管
理
の
も

と
今
後
も
徴
収
に
努
め
て

い
く
。

９月定例会
令和４年度一般会計・特別会計など決算審査‼
一 般 会 計 歳　入 歳　出 差引額

一般会計当初予算額

65億800万円 81億2,894万円 74億8,207万円 6億4,686万円

翌 年 度 繰 越 金（令和５年度） １億7,084万円
実　質　収　支　額 ４億7,602万円

歳　入 歳　出

特 別 会 計（４会計） 28億8,189万円 28億2,820万円

公 営 企 業 会 計（３会計） 18億2,366万円 18億2,238万円

合　　計 47億　556万円 46億5,059万円

⬇

認定‼

宮下町政最後の年。決算にみる政策と事業の結果は！

　当初予算額は₆₅億₈₀₀万円
だったが、コロナ関連など
で上記のように大幅増額と
なった。
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人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
修
の
成
果
は

町
の
公
園
の
管
理

運
営
は

ま
つ
か
わ
観
光
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
績
は

街
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

早
急
に

質
問　
松
川
町
・
下
條
村

・
阿
智
村
合
同
人
材
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
修
は

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
の
か
。 （
米
山
郁
議
員
）

答
弁　
役
場
の
職
員
と
町

民
、
計
９
名
が
参
加
し
た
。

町
が
抱
え
る
課
題
を
対
処

す
る
上
で
の
知
識
の
取
得
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

て
い
く
な
か
で
探
求
心
を

養
う
こ
と
、
そ
し
て
な
に

よ
り
町
村
の
枠
を
超
え
た

仲
間
作
り
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
連
携
を
し
な
が
ら

将
来
へ
の
取
り
組
み
に
繋

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
。

質
問　
町
の
公
園
の
管
理

運
営
は
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
に
入
っ
て
い
る
か
。

（
米
山
郁
議
員
）

答
弁　
公
園
長
寿
命
化
計

画
を
担
当
課
で
作
っ
て
い

る
。
む
ら
や
ま
公
園
な
ど
、

多
く
の
町
内
外
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

多
く
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ

を
反
映
で
き
る
よ
う
な
計

画
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

質
問　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
が
企
画
運
営
し
て
い

る
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

加
え
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
状
況
は
。 （
星
野
議
員
）

答
弁　
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
「
遊
び
の
学
校

ま
つ
か
わ
」
な
ど
の
対
外

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
安

定
し
た
集
客
が
あ
る
。
ま

た
新
規
に
開
発
し
10
月
か

ら
始
ま
っ
た
農
園
で
の

オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ピ
ク
ニ
ッ

ク
、
２
月
か
ら
の
醸
造
所

ラ
ン
チ
ツ
ア
ー
な
ど
こ
れ

か
ら
集
客
の
見
込
め
る
魅

力
的
な
プ
ラ
ン
を
宣
伝
開

発
し
て
い
く
。

質
問　
街
灯
・
防
犯
灯
は

す
べ
て
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
付
き
の
タ
イ
プ
へ

の
交
換
は
考
え
て
い
る
か
。

（
塩
沢
議
員
）

答
弁　
街
灯
・
防
犯
灯
と

も
に
、
電
気
代
・
物
価
の

高
騰
の
あ
お
り
を
受
け
て

の
費
用
の
増
額
が
起
き
て

い
る
状
況
に
加
え
、
Ｃ
Ｏ

２
削
減
の
意
味
で
も
今
後

切
り
替
え
て
い
く
予
定
で

い
る
。

　

令
和
４
年
度
は
宮
下
町
政
最
後
の
年
で
あ
り
総

括
の
意
味
合
い
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
で
は
65
億
円
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
と
し

て
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
が
、
特
に
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
低
所

得
世
帯
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
）
や
子
育
て
世

帯
に
支
給
さ
れ
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る

町
独
自
の
支
援
事
業
な
ど
に
よ
り
７
回
の
補
正
予

算
が
組
ま
れ
た
。
決
算
額
は
74
億
８
，０
０
０
万

円
余
と
な
り
、
内
３
億
円
が
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
事

業
と
し
て
使
わ
れ
た
。

　

議
会
と
し
て
は
、
事
業
の
費
用
対
効
果
に
つ
い

て
事
業
別
に
評
価
し
て
い
る
。
町
内
店
舗
で
利
用

で
き
る
ま
つ
か
わ
事
業
者
応
援
券
発
行
事
業
７
，

５
０
０
万
円
、
農
商
工
事
業
者
へ
４
，４
０
０
万

円
の
支
援
事
業
が
な
さ
れ
、
教
育
関
連
で
は
３
，

２
０
０
万
円
を
投
じ
て
い
る
。
自
治
会
対
策
会
議

の
推
進
や
地
域
公
共
交
通
事
業
チ
ョ
イ
ソ
コ
の

立
ち
上
げ
な
ど
一
定
の
評
価
は
で
き
る
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
経

済
的
影
響
の
な
か
で
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が

町
民
に
と
っ
て
平
等
・
公
平
に
運
用
さ
れ
た
か
は

疑
問
が
残
る
。

議
会
の
視
点

町内外の利用者の多いむらやま公園

昨年１０月から始まった
オーチャードレストラン

電気代高騰をうけ早急にＬＥＤ化を
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
の
実
質
収
支
は

４
億
７
，６
０
２
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
４
，１
２
８
万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。

実
質
収
支
比
率
は
10
・
７
％
と
前
年
度
よ
り
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
が
、
標
準
財
政
規
模
か
ら

み
る
と
概
ね
適
切
と
い
え
る
。
町
債
残
高
は
前
年

度
に
比
べ
５
億
２
，６
３
８
万
円
（
△
６
・
８
％
）

減
少
し
、
実
質
公
債
費
比
率
は
４
・
８
％
と
昨
年

度
か
ら
横
ば
い
と
な
り
、
総
じ
て
健
全
な
財
政
状

況
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む
人
件
費
率

が
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
今
後
は
職

員
の
抑
制
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

加
え
て
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
大
型
事
業
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
引
き
続
き
町
民
へ
の
福
祉
・

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
、

効
率
的
で
効
果
的
な
事
業
を
執
行
す
る
必
要
が
あ

る
。

　

国
な
ど
か
ら
の
財
源
確
保
に
取
り
組
み
、
財
政

状
況
や
事
業
の
優
先
度
を
十
分
に
勘
案
し
な
が
ら

の
行
政
運
営
が
望
ま
れ
る
。
将
来
人
口
も
念
頭
に

置
き
つ
つ
、
引
き
続
き
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

監
査
の
視
点

松川町の財政はどうなっているのか！
令 和 ４ 年 度 主 要 財 政 指 標

区　分 指　数 財　政　指　標　目　安
経常収支比率 84.40% 70〜80％
実質収支比率 10.70% 3〜5％
公債費負担比率 7.6％ 10％を超えないことが好ましい。
財 政 力 指 数 0.38％ 数値が高いほど自主財源の割合が高く、財政状況に余裕がある
将来負担比率 △21.0％ マイナスは将来負担の度合いが少ないことを表す。
実質赤字比率 ― 黒字のため－（マイナス）表記

経常収支比率

基金（貯金）と起債（借金）の推移

　地方公共団体の財政構造の弾力性を表したも
の。経常的な経費（人件費、扶助費、公債費など）
に経常的な収入（地方税、地方交付税など）がど
の程度充当されているかの比率を示す。

　基金（貯金）が多いと税金が有効に活用
できていない反面、少ないと非常時に不
安が残る。基金と起債のバランスは常に
一定の間隔で推移していくのが望ましい。

経常収支比率とは

基金と起債の見方

昨年に比べて4.2ポイントの上昇。物価高
騰などが影響！

82.3 83.1 83.5 

87.1 
84.2 
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　９月定例会では町の一般会計補正予算（第５回）が審議され、令和４年度決算にもとづく繰越金、
新たに計上された地方交付税、国や県の補助金を受けた事業、４月の人事異動による人件費、また
値上がりしている公共施設の光熱水費などが計上された。各常任委員会の審査を経て議会最終日の
９月20日に可決された。議会最終日には一般会計補正予算（第６回）も上程され可決された。

介
護
給
付
費︵
訪
問
系
︶	

７
３
４
万
円

介
護
給
付
費︵
入
所・通
所
︶	

１
，５
２
４
万
円

訓
練
給
付
費	

９
，２
４
０
万
円

補
装
具	

２
５
８
万
円

自
立
支
援
医
療	

１
５
３
万
円

計
画
相
談
支
援
ほ
か	

１
５
１
万
円

 

質
問 　
多
額
の
補
正
で
あ
る
が
内
容
は
。

（
塩
沢
議
員
）

 

答
弁 　
主
に
は
自
立
支
援
給
付
で
、
今
年

度
当
初
予
算
で
減
額
さ
れ
て
い
た
。
今
ま
で

の
経
緯
と
３
月
ま
で
の
支
出
の
見
込
み
を
計

算
し
て
必
要
な
額
を
計
上
し
た
。

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業	

４
０
０
万
円

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
施
設
整
備
補
助

	

２
，６
６
７
万
円

清
流
苑
支
援
繰
出
金	

８
３
０
万
円

 

質
問 　
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
方

向
性
や
方
針
に
沿
っ
た
補
助
金
と
な
っ
て
い

る
の
か
。
そ
の
内
容
は
。 

（
米
山
義
議
員
）

 

答
弁 　
当
初
予
算
の
段
階
で
観
光
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
案
を
受
け
た
事
業
で

あ
る
。
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
の
町
内
施
設
と

し
て
具
体
的
に
は
清
流
苑
、
梅
松
苑
、
大
き

な
観
光
農
園
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

下
伊
那
赤
十
字
病
院

へ
の
運
営
費
補
助

　 

質
問 　
補
助
金
を

出
す
町
側
と
し
て
、

運
営
に
関
わ
る
要
望

な
ど
は
出
し
て
い
る

の
か
。 （

加
賀
田
議
員
）

 

答
弁 　
毎
月
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

電
子
カ
ル
テ
の
導
入
、
番
号
呼
び
出
し
な
ど

要
求
は
伝
え
て
い
る
。

工
場
な
ど
の
誘
致
の

促
進
と
松
川
町
内
の

既
存
企
業
の
振
興
を

図
る
た
め
の
補
助

 

質
問 　
工
場
な
ど
設

置
事
業
補
助
金
と
は
。 

（
間
瀬
議
員
）

 

答
弁 

町
内
へ
進
出
す
る
企
業
や
、
現
在

の
町
内
企
業
な
ど
で
、
青
色
申
告
書
を
提
出

す
る
法
人
ま
た
は
個
人
が
取
得
す
る
工
場
や

機
械
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当
額
を
補

助
。

障がい者福祉費　1億2,213万円

観光地域づくり推進事業費　3,066万円

日赤病院運営費補助金　1億2,000万円

工場など設置事業補助金　1,638万円

９月補正予算（肉付け予算への計上が続く）

一般会計補正予算（第５回）
補正予算額 補正前の額 計（補正後）
6億3,215万円 65億7,600万円 72億816万円

一般会計補正予算（第６回）
補正予算額 補正前の額 計（補正後）

2,871万円 72億816万円 72億3,687万円

可決

主　な　事　業
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ス
ポ
ー
ツ
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

８
０
０
万
円

室
内
温
水
プ
ー
ル
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

１
，８
０
０
万
円

 

質
問 　
全
協
で
は
公
共
施
設
等
適
正
化
事

業
債
を
利
用
す
る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、

脱
炭
素
化
推
進
事
業
債
に
変
更
に
な
っ
た
理

由
は
。 
（
米
山
郁
議
員
）

 

答
弁 　
公
共
施
設
等
脱
炭
素
化
推
進
の
た

め
の
事
業
債
で
公
共
施
設
な
ど
適
正
化
に
含

ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

大
規
模
改
修
事
業
管
理
委
託	

７
０
０
万
円

大
規
模
改
修
工
事	

２
億
２
，０
０
０
万
円

　 

賛
成 

こ
こ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
新
し
い
顧
客
を

集
客
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ
る
。

（
間
瀬
議
員
）

 

反
対 

町
民
の
保
養
施
設
と
い
う
役
割
か
ら
離
れ
て

観
光
客
あ
り
き
の
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

経
営
計
画
が
無
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
米
山
義
議
員
・
米
山
郁
議
員
）

まつかわの里施設費　2,600万円大規模改修工事　2億2,700万円 信
州
ま
つ
か
わ
温
泉
清
流
苑

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
回
）

討　
論

討　
論

討　
論

人　
　
事

締　
　
結

松
川
町
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命

井
口
由
紀
子（
元
大
島
）

○
任
期

　

令
和
５
年
９
月
27
日
～

　

令
和
９
年
９
月
26
日

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

増
澤　

稔（
元
大
島
）

○
任
期

　

令
和
６
年
１
月
１
日
～

　

令
和
８
年
12
月
31
日

令
和
５
年
度
道
路
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
事
業
町
道
２
１
１

号
線
橋
梁
補
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
請
負
の
金
額

５
，５
８
８
万
円

○
契
約
の
相
手

有
限
会
社　

泉
崎
組

陳
情
２

陳
情
３

松
川
町
の
地
域
猫
不
妊
去
勢
手
術
に
町
の
補
助
を
求
め
る

陳
情

「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

　

地
域
猫
の
去
勢
手
術
を
自
費
で
お
こ
な
っ
て
い
る
立
場
か
ら
町
か
ら

の
補
助
を
求
め
る
。

　

政
府
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
一
本
化
す
る
法
案
を
可
決
し
た
。

誤
登
録
や
情
報
漏
洩
「
資
格
無
効
」
と
表
示
さ
れ
る
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が

続
出
し
不
安
が
あ
る
。
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
現
在
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
。

⇓ 

不
採
択

⇓ 

不
採
択

 

反
対 

　

地
域
と
の
共
存
の
仕
組
み
が
で
き

て
か
ら
求
め
る
べ
き
。（加

賀
田
議
員
）

　

他
市
町
村
で
は
飼
い
猫
に
対
す
る

補
助
金
が
主
で
あ
り
、
地
域
猫
に
限

定
す
る
べ
き
で
は
な
い
。 （
坂
本
議
員
）

 

反
対 

　

健
康
保
険
証
は
写
真
が
無
く
、
不

正
使
用
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
顔

写
真
に
よ
る
認
証
が
必
要
。

（
坂
本
議
員
）

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
し
た
方
が
コ
ス

ト
的
に
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

（
塩
沢
議
員
）

 

賛
成 

　

現
実
に
地
域
と
し
て
、
猫
が
増
え

て
し
ま
う
と
い
う
状
態
の
な
か
で
、

個
人
的
に
自
費
で
去
勢
手
術
を
し
て

い
る
。
要
は
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い

と
い
う
こ
と
が
一
番
の
目
的
。

（
松
井
議
員
）

 

賛
成 

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
任
意
で

全
国
民
に
強
制
し
て
持
た
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
た
め
現
段
階
で
は
難
し

い
。 

（
加
賀
田
議
員
）

　

安
心
し
て
使
え
る
環
境
を
整
え
て

か
ら
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
米
山
義
議
員
）
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答　弁質問・意見

①予算を見積るなかで予測ができていな
い部分もある。所得税や固定資産税は結
果をまとめた補正であり、町全体の経済
状況までは分析できていない。

②施設の長寿命化を目的とし、修繕計画を
立てるうえで外壁、屋根、空調設備、配
管などの調査を委託するものである。

③副読本は、５年ほど経過している。来年
度改定をしていく準備として、前回執筆
した方、資料館に関わっていた方を編集
委員として予定している。

④会計年度任用職員の不足する部分につ
いて募集をかけたが、採用が叶わなかっ
たので減額補正する。

⑤₆₅歳以上の方の利用率は低下傾向にあ
る。サービス提供はどういう場合に不便
がなくなるか、使い勝手が良くなるか、
色々な目線から検討している。

①歳入の町民税では均等割は減額、所得割
は増額、固定資産税では土地と家屋は減
額、償却資産は増額となっているが、こ
の現象をどのように捉えているか。

②特養松川荘と社会福祉センターの建物調
査₁₉₀万円はどのような調査をされるの
か。

③ふるさと学習副読本改訂編集委員の報酬
として５万６千円計上されている、どの
ような方が編集委員をされるのか。

④保育所職員の給与、報酬が減額となって
いるのは異動だけでなく、職員の減員の
ためか。

⑤ひまわり乗車券₁₂₃万円増は当初予算の
肉付けであるが、デマンド交通チョイソ
コとの連携はしないのか。

審査を付託された議案　令和5年度
①一般会計補正予算（第５回）
②国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回）
③後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）
④介護保険事業特別会計補正予算（第２回）
⑤発電事業特別会計補正予算（第１回）

調査・研究
　９月４日午後、大規模改修が予
定されている図書館・資料館を現
地調査しました。図書館ではMMM
プロジェクトによる読書スペース
が完成間近でした。

　令和５年度各補正予算は、質疑・討論を行い、
全員賛成であり、当委員会としては原案の通り認
めることが妥当と決しました。
陳情２　「地域猫不妊去勢手術への補助を求める

陳情」は賛成３反対２で採択。
陳情３　「健康保険証の存続の意見書提出を求め

る陳情」は賛成１反対４で不採択。

９月４日（月）に社会文教常任委員会、９月６日（水）に総務産業建設常任委員会を行い、それぞれ付託
された議案について審議しました。委員会判断に て現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

社会文教常任委員会は、住民税務課・保健福祉
課・教育委員会（こども課・生涯学習課）・会計
室の分野を担当しています。

社会文教
常任委員会

雨漏り注意！迫る改修 読書が楽しみな空間
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総務産業建設常任委員会は、総務課・まちづく
り政策課・産業観光課・リニア対策課・建設水
道課・議会事務局の分野を担当しています。

総務産業建設
常任委員会

答　弁質問・意見

９月４日（月）に社会文教常任委員会、９月６日（水）に総務産業建設常任委員会を行い、それぞれ付託
された議案について審議しました。委員会判断に て現地調査も実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査 を分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

①全国大会以上の大会出場者や社会的評価
の高い顕著な活動を行った方が町への表
敬訪問の申し出があった時に激励金を支
給できることを目的に規定した。

②関係者の意見を集めることは非常に大切。
具体的な方法を考え進めていきたい。

③森林サービス産業総合対策事業補助金を
活用した新規事業。伐採した木材は薪とし
て販売するほかウッドチップとしての利
用を予定している。

④町内の観光施設を想定しレンタルカー
シェア、車中泊を予定している。実施主体
は町だが、細部についてはサイトを運営し
ている事業者に監修をお願いしている。施
設運営はDMOと事業者が共同で実施する。

①表敬訪問激励金は非常に良い制度。対
象者の選定に明確な基準作りが必要だ
と思うが。

②移住定住促進事業の実効性をあげるた
め外部コーディネーターに委託するの
ではなく、外部の目を持った移住者の
方の意見を集めるべきでは。

③およりての森、修景伐採はニセアカシ
ア₄₅本の伐採計画だが、伐採した木材
の処理は。

④キャンピングカーステーションなど観
光コンテンツ施設整備はレンタル用
キャンピングカーを購入し滞在交流に
つなげるとあるがステーションの場所、
予約方法、料金体制はどうか。

調査・研究
　９月６日、長寿命化改修
工事が終了した旧松川青年
の家、花と憩いの場の空間
づくり事業を予定している
むらやま公園の２か所につ
いて、現地視察をしました。

審査を付託された議案　令和５年度
①一般会計補正予算（第５回）
②水道事業特別会計補正予算（第３回）
③下水道事業特別会計補正予算（第３回）
④信州まつかわ温泉清流苑
　事業会計補正予算（第２回）

	付託をされた令和5年度一般会計補正予算、水道事業特別
会計補正予算、下水道事業特別会計補正予算、信州まつか
わ温泉清流苑事業会計補正予算については全員賛成であり、
付託を受けた議案は委員会として原案通り認めることが妥
当と決しました。

屋根も外壁もキレイになりました むらやま公園にパーゴラ（日陰棚）を設置予定
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応
は
。

（
米
山
郁
議
員
）

 

答
弁 　
町
外
の
保
育
園

利
用
者
並
び
に
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
子
ど
も
達
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

 

質
問 　
事
業
所
へ
の
給

付
金
の
受
付
で
商
工
会
に

入
っ
て
い
な
い
方
へ
の
対

応
は
。

（
米
山
郁
議
員
）

 

答
弁 　
事
業
所
へ
の
給

付
金
受
付
は
、
産
業
観
光

課
で
も
対
応
す
る
。

 

質
問 　
６
月
の
災
害
復

旧
は
当
然
だ
が
、
災
害
が

起
き
る
前
に
手
当
て
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

（
森
谷
議
員
）

家庭と食育にやさしい
第３回臨時議会（令和５年８月７日）　給食費無償化実現へ

令和５年度一般会計補正予算（第４回）
補正前の額 補正予算額 計（補正後）
63億9,748万円 1億7,852万円 65億7,600万円

主な支出
目 内容 補正予算額

児 童 福 祉 費 保 育 園 給 食 費 847万円

教 育 費 小 学 校 給 食 費 1,819万円

教 育 費 中 学 校 給 食 費 1,167万円

商工業振興費 中小企業支援事業 2,750万円

自然エネルギー費 地球温暖化対策
実行計画調査費 1,190万円

 

質
問 　
給
食
費
無
償
化

の
次
年
度
以
降
の
財
源
は

大
丈
夫
か
。（

松
井
議
員
）

　
　

 

答
弁 　
給
食
費
無
償
化

の
次
年
度
以
降
の
財
源

は
、
町
財
政
は
健
全
で
あ

り
大
丈
夫
で
あ
る
。

 

答
弁 　
６
月
の
豪
雨
で

被
害
が
で
た
９
カ
所
な
ど

に
対
応
。
９
月
に
各
自
治

会
や
区
か
ら
土
木
工
事
の

要
望
を
い
た
だ
き
優
先
順

位
を
つ
け
て
対
応
す
る
。

 

質
問 　
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
委
託
の
調
査

方
法
は
。

（
塩
沢
議
員
）

 

答
弁 　
町
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
な
ど
基
礎

デ
ー
タ
を
把
握
し
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
達
成
の
シ
ナ
リ

オ
を
作
成
す
る
。

　北沢町政になって４ヶ月。電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援地方交付金の増額・強化
を受け、８月７日第３回臨時議会が開催され、子育て支援策に₁0月からの保育園・小中学校の
給食無償化、中小事業所支援などを盛り込んだ一般会計補正予算（第４回）が可決された。

チェック
します！

討　
　
論

　

給
食
費
の
来
年
度
以
降

の
財
源
確
保
は
業
務
の
洗

い
直
し
と
見
直
し
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
災
害
復
旧

は
、
災
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
な
大
き
な
工
事
を
計

画
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

（
米
山
俊
議
員
）

賛
成

 

質
問 　
10
月
よ
り
給
食

無
償
化
と
な
る
が
、
有
機

食
材
の
購
入
は
ど
う
な
る

の
か
。

（
米
山
義
議
員
）

 

答
弁 　
有
機
食
材
の
購

入
に
つ
い
て
は
今
同
様
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

質
問 　
町
外
の
保
育
園

を
利
用
し
て
い
る
方
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
し

て
い
る
子
ど
も
達
へ
の
対

議
案
の
質
疑

有機食材を活用

家計にOK
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議　　決　　結　　果

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

補正予算 令和５年度松川町一般会計補正予算
（第４回）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● 可決 約１億７，８５２万円を追加し、約６５億７，６０１万円とする。

●多数意見により議決されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成○　反対●

件　　　　名

星
野
光
洋

塩
沢
貴
浩

米
山
義
盛

加
賀
田
亮

米
山
郁
子

川
瀬
八
十
治

大
蔵　

洋

坂
本
勇
治

森
谷
岩
夫

米
山
俊
孝

間
瀬
重
男

松
井
悦
子

結　

果
内　　　容

補正予算 令和５年度松川町信州まつかわ温泉清流
苑事業会計補正予算（第３回）について 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 可決 資本的収入　２億４，７００万円

資本的支出　２億５，２００万円

陳情

松川町の地域猫不妊去勢手術に町の補
助を求める陳情 ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● 欠 ● 〇 〇 不採択 松川町在住：大沢 明美 氏

「健康保険証の存続を求める意見書」の
提出を求める陳情 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 ● 欠 ● ● ● 不採択 長野県保険医協会　　　　　  会長  宮沢 裕夫 氏

飯伊地区社会保障推進協議会  会長  遠山 　計 氏

令和５年　第３回臨時会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

補正予算
令和５年度松川町水道事業会計補正予算（第２回）について 可決 約３４８万円を追加し、約２億９，９５５万円とする。
令和５年度松川町下水道事業会計補正予算（第２回）について 可決 約７９５万円を追加し、約５億６，７９２万円とする。

発議

「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当など支給率を近隣県並みの水準
に戻すこと」を求める意見書の提出について 可決 長野県下伊那郡松川町学校教職員組合

代表　今井　正広氏
「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・義務教育費国庫負担制度
の堅持・拡充」を求める意見書の提出について 可決 長野県下伊那郡松川町学校教職員組合

代表　今井　正広氏

7月～9月　　主な議会日程
7月３日（月） 広報部会 　　２４日（木） 戦没者追悼式
　　6日（木） 広報部会 　　２８日（月） 議会全員協議会、議員協議会

１３日（木） 議会運営委員会　視察 9月１日（金） 第３回議会定例会開会・総括質疑
　　１４日（金） 県議員研修会 　　４日（月） 社会文教常任委員会
　　１９日（水） 旧青年の家あと利用視察研修 　　５日（火） 議会改革推進会議
　　２０日（木） 子ども出前講座 　　6日（水） 総務産業建設常任委員会
　　２１日（金） 北部ブロック議員研修会 　　7日（木） 議会全員協議会
　　２５日（火） 議会全員協議会、議会運営委員会 　　１４日（木） 第３回議会定例会一般質問、議会改革推進会議
　　３０日（日） 女性模擬議会 　　２０日（水） 議会全員協議会、第３回議会定例会閉会
８月２日（水） 議会改革推進会議、議会運営委員会 　　２５日（月） 広報部会
　　7日（月） 第３回臨時会、議会改革推進会議 ２６～２７日（火～水） 広報部会視察研修
　　２１日（月） 議会改革推進会議 　　２８日（木） 高森町議会との交流会

令和５年　第３回定例会議決結果
●全員一致で議決されたもの

件　　　　名 結果 内　　　容

契約 令和５年度道路メンテナンス事業　町道２１１号線橋梁補修工事請負契約
の締結について 可決 契約金：５，５８８万円　契約の相手方：有限会社　泉崎組

令
和
４
年
度
決
算

令和４年度松川町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入　８１億２，８９４万円　　歳出　７４億８，２０７万円
令和４年度松川町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入　１１億８，３４１万円　　歳出　１１億５，５５０万円
令和４年度松川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入　１億７，８７１万円　　歳出　１億７，７７６万円
令和４年度松川町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入　１４億９，３３４万円　　歳出　１４億８，５５１万円
令和４年度松川町発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 歳入　１，４８０万円　　　　歳出　９４２万円

令和４年度松川町水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定 収益的収入　２億９，７９９万円　　収益的支出　２億９，１２７万円
資本的収入　　　５，１２３万円　　資本的支出　１億３，７８７万円

令和４年度松川町下水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定 収益的収入　５億５，７８２万円　　収益的支出　５億５，９０６万円
資本的収入　6億３，４０１万円　　資本的支出　５億　　２０２万円

令和４年度松川町信州まつかわ温泉清流苑事業会計歳入歳出決算認定に
ついて 認定 収益的収入　３億４，６１４万円　　収益的支出　４億１，３６７万円

資本的支出　　　　１４６万円

令
和
５
年
度
補
正
予
算

令和５年度松川町一般会計補正予算（第５回）について 可決 6億３，２１５万円を追加し、７２億８１６万円とする。
令和５年度松川町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１回）について 可決 ２，０５０万円を追加し、１１億６，４２３万円とする。
令和５年度松川町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）について 可決 ８４万円を追加し、１億８，８７７万円とする。
令和５年度松川町介護保険事業特別会計補正予算（第２回）について 可決 １，３６０万円を追加し、１４億４１６万円とする。
令和５年度松川町発電事業特別会計補正予算（第１回）について 可決 ５３８万円を追加し、１，４１７万円とする。
令和５年度松川町水道事業会計補正予算（第３回）について 可決 収益的支出　３億８４７万円
令和５年度松川町下水道事業会計補正予算（第３回）について 可決 収益的支出　５億６，３０７万円　　資本的支出　５億３，６１３万円
令和５年度松川町信州まつかわ温泉清流苑事業会計補正予算（第２回）に
ついて 可決 収益的収入　４億１，０３０万円　　収益的支出　４億１，９７１万円

資本的支出　　　２，５００万円
令和５年度松川町一般会計補正予算（第6回）について 可決 ２，８７１万円を追加し、７２億３，６８７万円とする。

任命 松川町教育委員会委員の任命について 可決 松川町在住：井口 由紀子 氏
推薦 人権擁護委員の候補者の推薦について 可決 松川町在住：増澤　 稔 氏
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定数・報酬の議論は慎重に
首長・議会は互いに独立機関（二元代表制）

議
員
の
行
動
規
範

の
確
認

議
員
報
酬
・
定
数

議
論
は
慎
重
に

　

報
酬
を
改
正
し
、
定
数

を
減
ら
せ
ば
投
票
率
が
上

が
る
、
と
い
う
単
純
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

全
員
協
議
会
、
委
員
会
な

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
・
ユ
ー
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し

て
の
積
極
的
な
公
開
は
、

議
会
活
動
の
理
解
を
得
る

た
め
で
あ
り
、
行
動
規
範

の
再
確
認
を
行
っ
た
の
も

そ
の
一
環
で
す
。

　

議
会
は
住
民
を
代
表
す
る
公
選
を
も
っ
て
構
成
さ

れ
る
意
思
決
定
機
関
で
あ
り
、
条
例
の
制
定
、
改
廃

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ひ
ろ
く
行
財
政
全
般
に
わ
た
り

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
行
政
は
議
会
の
議
決
を
経
た
上

で
諸
々
の
事
務
を
執
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

首
長
、
議
会
と
も
に
住
民
の
直
接
公
選
に
よ
る
機

関
で
あ
り
、
互
い
に
独
立
し
そ
の
権
限
を
侵
さ
ず
、

侵
さ
れ
ず
、
対
等
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
十
分
理
解

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
は
住
民
の
福
祉
を
考
え
、
住
民
の
立
場
に

た
っ
て
判
断
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

年度 議員数
議員１人当たりの負担 月額

議員報酬
（円）人口 世帯数 面積

（km2）

H12 18 778 222 4.04 200,000

H16 16 900 250 4.55 190,000

H20 14 1,014 314 5.20 190,000

H24 14 993 321 5.20 190,000

H28 14 971 329 5.20 190,000

R02 14 936 329 5.20 190,000

R04 14 906 336 5.20 190,000

　

議
員
一
人
ひ
と
り
は
個

人
で
活
動
す
る
こ
と
も
あ

る
が
そ
れ
に
は
責
任
を
求

め
ら
れ
ま
す
。
一
定
の

ル
ー
ル
の
な
か
で
行
動
す

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、

個
々
の
議
員
が
拡
大
解
釈

し
活
動
し
て
い
る
側
面
も

見
受
け
ら
れ
、
信
頼
さ
れ

る
活
動
に
す
る
た
め
に
、

今
回
改
め
て
規
範
の
再
確

認
を
行
い
ま
し
た
。

　

投
票
率
の
低
い
原
因
の

一
つ
に
報
酬
が
少
な
い
と

言
わ
れ
る
町
民
も
い
ま
す
。

　

議
員
定
数
は
、
平
成
12

年
か
ら
他
町
村
よ
り
比
較

的
早
い
時
期
か
ら
削
減
し

て
い
ま
す
。
報
酬
は
定
数

４
議
席
減
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
増
額
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
議
会
改
革
推
進
会

議
に
て
以
前
か
ら
議
論
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

定
数
減
は
、
慎
重
な
議

論
が
必
要
で
、
最
近
の
研

修
会
で
も
定
数
減
＝
議
会

力
低
下
に
直
結
、
且
つ
当

選
ラ
イ
ン
が
上
が
り
、
無

投
票
を
促
進
す
る
負
の
連

鎖
が
生
じ
、
注
意
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
酬

に
関
し
て
も
首
長
の
報
酬

や
近
隣
町
村
な
ど
の
状
況

も
判
断
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
一
万
人
以
上
の

自
治
体
は
他
へ
の
影
響
も

あ
り
特
に
慎
重
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
と
首
長
は

互
い
の
権
限
を
十
分
理
解

　過去のデータからは、定数減と報酬との関連
性は見受けられない。

町　　　民

二元代表制

執行機関
町　　長

議事機関
議　　員

町
長
を
直
接
選
挙

議
員
を
直
接
選
挙

議決案件
を提案

議決　監視

議会の　 うごき
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講
演
会
に
講
師
と
し
て

下
伊
那
土
木
振
興
会
事
務

局
長
関
島
氏
を
迎
え
、
説

明
を
受
け
た
。

　

リ
ニ
ア
開
通
後
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
基
本
的

な
方
針
と
し
て
①
「
南
信

南
信
州
地
域
の
課
題
を
共
有

　
リ
ニ
ア
新
時
代
の
道
を
切
り
開
く

下
伊
那
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会
研
修
会
７
月
₂₁
日
当
町
で
開
催

地
域
外
と
の
交
流
拡
大
」

②
「
上
伊
那
飯
伊
地
域
の

連
携
強
化
」
③
「
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線（
長
野
県
駅
）

の
利
便
性
向
上
な
ど
を
目

的
に
、
広
域
的
な
幹
線
道

路
網
構
想
及
び
計
画
「
南

陳　
情

 

先
進
地
調
査 

通
年
議
会
は
現
時
点
必
要
な
し
と
判
断

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は

か
ね
て
よ
り
通
年
議
会
導

入
に
つ
い
て
議
論
し
て
き

た
な
か
、
県
内
の
先
進
地

軽
井
沢
町
議
会
の
視
察
研

修
を
お
こ
な
っ
た
。
７
月

13
日（
木
）町
役
場
で
遠
山

議
長
の
挨
拶
、
通
年
議
会

導
入
の
経
過
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
本
会
議
が

い
つ
で
も
再
開
で
き
る

こ
と
は
、
議
会
が
主
体

性
機
動
性
を
高
め
る
こ

と
に
な
り
、
通
年
議
会

の
導
入
に
つ
い
て
機
運

が
高
ま
っ
た
。
議
会
改

革
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
議
会
基
本
条

例
の
制
定
な
ど
諸
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
、
平
成

23
年
３
月
よ
り
通
年
議

会
制
に
移
行
し
た
。
視

察
側
と
し
て
、
導
入
後

の
状
況
に
つ
い
て
、
委

員
会
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
た
こ
と
で
事
務
局
の

負
担
が
増
え
た
が
、
そ
の

他
大
き
な
問
題
は
特
に
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
帰

町
後
、
議
会
運
営
委
員
会

で
精
査
を
お
こ
な
い
、
現

状
で
は
導
入
に
つ
い
て
特

に
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
の

結
論
に
至
っ
た
。

知
事・県
議
会
へ

北
部
５
町
村

　

９
月
21
日
北
部
５
町
村

正
副
議
長
、
事
務
局
長
に

よ
り
県
庁
へ
陳
情
活
動
を

信
州
環
状
」「
南
信
州
軸
」

を
南
信
州
広
域
連
合
が
作

成
し
た
。
こ
の
計
画
に
お

い
て
は
二
つ
の
環
状
と
４

本
の
軸
に
南
信
州
の
広
域

幹
線
道
路
網
構
想
計
画
に

よ
り
道
路
整
備
を
進
め
て

行
く
構
想
で
あ
る
。

　

午
後
か
ら
の
研
修
会
、

総
務
産
業
建
設
、
教
育
社

会
の
二
つ
の
分
科
会
で
は
、

助
言
者
を
交
え
て
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
共
有
要
望
事
項

の
審
査
を
行
っ
た
後
、
全

体
会
で
分
科
会
報
告
、
質

疑
を
経
て
要
望
項
目
を
決

定
し
た
。

行
っ
た
。
７
月
の
議
員
研

修
会
で
の
要
望
項
目
に
つ

い
て
県
庁
４
階
会
議
室
に

お
い
て
ま
ず
議
会
関
係
３

委
員
会
の
正
副
委
員
長
へ

の
陳
情
を
行
い
、
続
い
て

駒
ケ
根
市
選
出
の
佐
々
木

議
長
へ
中
平
議
長
よ
り
細

部
に
わ
た
る
説
明
を
行
い

陳
情
し
た
。
午
後
１
時
よ

り
県
議
会
初
日
の
傍
聴
の

後
、
県
の
関
係
部
局
へ
の

要
望
活
動
に
お
い
て
、
新

し
く
建
設
部
長
に
就
任
し

た
新
田
部
長
は
北
部
ブ

ロ
ッ
ク
関
係
の
陳
情
案
件

を
良
く
認
識
し
て
お
り
前

向
き
な
答
弁
も
あ
っ
た
。

議会の　 うごき

期待される広域的な幹線道路網構想

県議会への陳情

軽井沢町議会調査
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質
問　

や
ま
保
育
特
化
型

な
ど
、
特
色
あ
る
保
育
園

を
要
望
し
た
い
が
。

答
弁　

各
園
で
環
境
と
地

域
と
の
繋
が
り
を
生
か
し

た
特
色
あ
る
保
育
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
保
護
者
が

選
択
で
き
る
保
育
園
も
良

い
こ
と
。

質
問　

自
治
会
運
営
や
作

業
へ
の
参
加
者
減
少
で
負

担
が
増
え
て
る
。
現
状
解

消
に
「
作
業
お
助
け
隊
」

を
作
る
提
案
を
し
た
い
。

答
弁　

自
治
会
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
問
題
点
が
あ
る
が
、

「
お
助
け
隊
」
と
い
う
の

は
、
新
た
な
取
り
組
み
で

も
あ
り
、
検
討
も
必
要
。

質
問　

当
町
の
小
中
学
校

や
社
会
人
が
平
和
学
習
を

す
る
機
会
が
少
な
い
よ
う

に
思
う
が
お
考
え
は
。

答
弁　

学
習
指
導
要
領
に

基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。

　
女
性
の
視
点
か
ら
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
や
、
福
祉
、
教
育
、
子
育
て
、

環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
徴
集
の
良
い
機
会
に
な
れ
ば
と
、
７
月
30
日

（
日
）
町
当
局
の
協
力
を
得
て
松
川
町
の
議
会
議
場
を
会
場
に
女
性
模
擬

議
員
11
人
が
一
般
質
問
方
式
で
日
頃
の
思
い
を
町
政
に
伝
え
た
。
当
日
の

傍
聴
は
60
人
と
注
目
の
高
さ
を
示
し
た
。

順序 氏　名 質　問　事　項
1 木 下 真 理 子 １ 特色ある子ども園（保育園・幼稚園）の重要性について

2 中 村 富 士 子 １ 自治会の「作業お助け隊」を。
２ 地球温暖化ストップのなかのCO2 排出削減対策。

3 佐 々 木 康 子
１ 町の観光事業を、より活発により充実していくためには、環境整備

が必要と思います。
２ 平和学習について

4 久保田菜美子 １ 栄養面からみた保育園・小中学校の給食およびおやつの内容について
２ 妊産婦、子育て親を取りこぼさない取り組みの重要性について

5 市 原 す み 子 １ 松川インターに続く沿道に食事のできる商業施設について

6 北 林 幸 子 １ 旧松川東小学校の遊具撤去について
２ 税金の使い道について

7 下 澤 香 代 １ 移住定住について
２ １人暮らしの高齢者の生活を支える取り組みについて

8 北 原 紀 子 １ チョイソコまつかわの運営状況について
２ 仮称「元気センター」について

9 手 塚 恵 子 １ 清流苑の現状運営について

10 下 澤 綾 子

１ 令和２年度から２年間行われた３町村合同人財育成事業の提言につ
いての回答の有無について

２ 女性模擬議会について
３ 松川町において公教育の多様性について

11 保 城 充 子

１ マイナンバーカードおよびマイナ保険証の普及状況とトラブル事案
について

２ リニア中央新幹線に関連した松川町の残土問題について
３ 町の情報提供について、特にチャンネルユーのあり方
４ 町の景観（特に国道153 号線沿線）と、「美竹の町」、自然環境

町
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
は
「
学
び
の
旅
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
６
年
生
対
象
で
、

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
や

増
野
の
満
州
引
揚
者
の
生

活
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

質
問　

学
校
給
食
の
調
味

料
は
ミ
ネ
ラ
ル
が
不
足
し

て
い
る
。
伝
統
的
な
製
法

で
時
間
を
か
け
て
発
酵
熟

成
さ
れ
天
然
の
旨
み
と
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
が

豊
富
な
調
味
料
へ
の
切
り

替
え
を
提
案
し
た
い
が
。

答
弁　

現
在
の
と
こ
ろ
調

味
料
に
関
し
て
は
、
有
機

を
進
め
て
い
な
い
。
安
心

安
全
な
食
べ
物
に
は
配
慮

し
、
子
ど
も
た
ち
の
食
育

を
大
事
に
考
え
て
い
き
た

い
。

質
問　

イ
ン
タ
ー
か
ら
の

沿
道
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
な
ど
を
併
用
し
た

道
の
駅
な
ど
商
業
施
設
を

要
望
し
た
い
が
。
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答
弁　

松
川
イ
ン
タ
ー
の

玄
関
口
は
果
樹
園
と
直
売

所
が
あ
っ
て
、
商
業
施
設

が
な
い
全
国
的
に
も
珍
し

い
環
境
が
町
の
特
徴
で
あ

り
、
差
別
化
さ
れ
た
魅
力

と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

旧
東
小
学
校
校
庭

の
遊
具
が
利
用
者
に
連
絡

や
相
談
も
な
く
全
て
撤
去

さ
れ
た
。
経
緯
の
説
明
を
。

答
弁　

撤
去
に
つ
い
て
は

老
朽
化
に
よ
る
安
全
性
を

優
先
し
た
。
一
部
の
方
に

は
説
明
し
た
が
区
の
関
係

者
や
施
設
の
利
用
者
へ
の

説
明
は
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
は
お
詫
び
し
た
い
。

質
問　

生
田
地
域
へ
の
定

住
に
つ
い
て
は
年
齢
に
関

係
な
く
、
定
住
祝
い
金
制

度
を
提
案
し
た
い
。

答
弁　

松
川
町
全
体
で
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
る
。

生
田
地
区
に
お
い
て
も
、

深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
把

握
し
て
い
る
。
課
題
解
決

に
向
け
新
し
い
政
策
を
考

え
て
い
く
な
か
で
提
案
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
ま

つ
か
わ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、

運
営
し
て
い
く
う
え
で
問

題
点
、
課
題
点
が
出
て
く

る
が
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　

運
賃
決
済
の
手
段

や
停
留
所
の
見
直
し
、
Ｊ

Ｒ
飯
田
線
や
ひ
ま
わ
り
乗

車
券
と
の
連
携
、
Ｗ
ｅ

ｂ
画
面
の
予
約
の
仕
方
、

ル
ー
ル
の
見
直
し
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

清
流
苑
は
多
額
の

資
金
を
投
じ
て
改
修
を
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
接
客

マ
ナ
ー
に
対
す
る
姿
勢
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
弁　

単
な
る
建
物
の
改

修
だ
け
で
な
く
、
ブ
ラ
ン

◦
町
長
や
職
員
が
真
摯

に
答
弁
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。

◦
今
後
は
年
代
別
を
対

象
と
し
て
、
開
催
し

て
欲
し
い
。

◦
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
載
せ

て
欲
し
い
。

◦
開
催
に
感
謝
す
る
。

◦
町
民
の
反
響
が
大
き

く
、会
う
人
会
う
人
に

「
見
た
よ
」と
言
っ
て

も
ら
い
嬉
し
か
っ
た
。

◦
日
程
的
に
大
き
な
問

題
も
な
く
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

◦
現
役
議
員
と
し
て
学

び
が
あ
っ
た
。

◦
事
前
打
ち
合
わ
せ
会

を
し
た
こ
と
に
よ
り
、

良
い
質
問
が
で
き
た
。

◦
人
数
を
絞
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。

◦
幅
広
く
町
民
の
意
見

を
反
映
で
き
る
機
会

と
し
て
は
良
い
企
画
。

◦
行
政
側
の
負
担
が
大

き
か
っ
た
。

◦
平
日
、
昼
間
の
会
議
に

し
て
ほ
し
い
。

◦
近
隣
市
町
村
で
の
女

性
模
擬
議
会
の
開
催

は
め
ず
ら
し
く
参
考

に
な
っ
た
。

◦
女
性
限
定
で
は
な
く
、

以
前
の
よ
う
に
子
ど

も
や
若
者
模
擬
議
会

開
催
を
要
望
し
た
い
。

◦
意
見
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
女
性
が
多

い
こ
と
に
感
心
し
た
。

質
問
者
の
声

議
員
の
声

行
政
の
声

傍
聴
者
の
声

デ
ィ
ン
グ
や
中
身
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
る
。

マ
ナ
ー
の
向
上
に
つ
い
て

職
員
自
ら
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
る
。

質
問　

令
和
２
年
度
か
ら

行
わ
れ
た
３
町
村
合
同
人

材
育
成
事
業
の
提
言
に
つ

い
て
の
回
答
が
な
い
が
。

答
弁　

松
川
町
か
ら
は
４

人
の
住
民
と
５
人
の
役
場

職
員
が
参
加
し
て
い
る
。

３
町
村
の
な
か
で
、
早
急

に
協
議
し
て
方
向
を
決
め

て
い
こ
う
と
進
ん
で
い
る
。

質
問　

基
幹
道
路
１
５
３

号
線
か
ら
の
景
観
と
し
て

森
林
税
を
活
用
し
た
竹
林

整
備
を
要
望
す
る
が
。

答
弁　

町
内
で
は
森
林
・

山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
交
付
金
を
活
用
し
て
整

備
を
し
て
い
る
。
町
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

女性パワー全開での質問に圧倒か
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地
縁
団
体
と
は
、「
町

ま
た
は
字
の
区
域
そ
の
他

市
町
村
内
の
一
定
の
区
域

に
住
所
を
有
す
る
者
の
地

縁
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ

た
団
体
」、
と
定
義
さ
れ

て
い
る
。
町
で
は
現
在
区

会
・
自
治
会
数
は
76
で
内

44
の
地
縁
団
体
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

　

区
域
に
住
所
を
有
す
る

こ
と
の
み
を
構
成
員
の
資

格
と
し
て
お
り
、
自
治
会
、

町
内
会
の
よ
う
に
区
域
に

　

町
は
、
自
治
会
の
抱
え

て
い
る
問
題
を
一
つ
で
も

解
決
す
る
こ
と
で
、
誰
も

が
安
心
し
て
共
に
暮
ら
せ

　

生
東
区
５
自
治
会
は
２

月
18
日
臨
時
区
会
に
お
い

て
生
東
自
治
会
ひ
と
つ
に

統
合
し
た
。
ま
た
、
生
東

地
区
公
民
館
は
休
館
と
決

定
さ
れ
た
。

　

区
会
の
役
員
会
は
廃
止

し
、
区
会
委
員
も
現
行
34

人
か
ら
21
人
に
削
減
。
区

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ

た
。
令
和
５
年
４
月
か
ら

新
組
織
と
し
て
自
治
会
運

営
が
さ
れ
、
役
員
の
負
担

軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

⑴
安
全
で
安
心
な
生
活
を

送
る
た
め
に

①
防
災
、
防
火（
災
害
時

の
協
力
）

②
防
犯
・
交
通
安
全

③
福
祉
、
保
健（
健
康
相

談
な
ど
）

⑵
快
適
な
環
境
づ
く
り
の

た
め
に

①
ゴ
ミ
の
分
別
や
集
積
場

の
設
置

②
景
観
、
自
然
、
道
路（
河

川
清
掃
・
道
路
の
環
境

美
化
・
広
場
の
清
掃
）

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
と
共
に
地
域
組
織
の
も
っ
て
い
た
機
能
が
喪
失
さ
れ
は
じ
め
、
地
域
再
編
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
平
成
３
年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
た
。「
地
縁
に
よ
る
団
体
」
が
「
地
域
的
な
共
同
活
動
の
た
め
不
動
産
ま
た
は
不
動
産

に
関
す
る
権
利
な
ど
を
保
有
す
る
た
め
市
町
村
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
規
約
に
定
め
る
目
的
の
範
囲
に
お
い
て
、
権
利
を
有

し
、
義
務
を
負
う
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
自
治
会
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
住
民
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
自
治
会
を
土
台
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
変
化
と
高
齢
化

自
治
会
の
加
入
率
は
ど
こ
ま
で
下
が
る
の
か
？

住
所
を
有
す
る
人
は
誰
で

も
構
成
員
と
な
れ
る
。

⑶
地
域
の
み
ん
な
と
の
交

流
①
公
民
館
活
動
、
子
ど
も

た
ち
の
ふ
れ
あ
い
、
ス

ポ
ー
ツ
大
会

②
運
動
会
、
夏
祭
り
な
ど

⑷
地
域
の
課
題
を
み
ん
な

で
解
決

①
小
集
会（
話
し
合
い
・

調
整
）、行
政
と
の
懇
談

②
冠
婚
葬
祭
の
助
け
合
い

る＂
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
＂に
つ
な
げ
よ
う
と
、

令
和
３
年
８
月
に
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
₁₀
自
治

会
と
８
区
会
が
一
堂
に
会

し
、
各
自
治
会
の
抱
え
て

い
る
課
題
の
共
有
を
図
り
、

研
修
会
で
は
、
清
北
自
治

会
、
生
東
区
の
取
組
み
事

例
や
飯
田
市
山
本
地
域
づ

く
り
委
員
会
に
よ
る
発
表

を
受
け
、
グ
ル
ー
プ
討
議

を
重
ね
て
き
た
。

　

現
在
北
沢
町
政
で
は
自

治
会
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
の
動
き
は
な
い
。
問

題
は
先
送
り
に
な
っ
て
し

ま
う
の
か
。

自
治
会
と
地
縁
団
体

誰
が
該
当
す
る
の
か

自
治
会
の
活
動
は

松
川
町
自
治
会

対
策
会
議
発
足

ス
リ
ム
化
へ

生
東
区
組
織
改
革

自分ごと
自治会再生
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◦
担
い
手
不
足
、
高
齢
化

著
し
い 

◦
自
治
会
の
運
営
に
は
お

金
が
か
か
る 

◦
自
治
会
の
意
義（
必
要

性
） 

そ
も
そ
も
自
治
会

は
必
要
な
の
か

　

平
成
20
年
に
発
行
さ
れ

た
松
川
町
史
に
よ
れ
ば
自

治
会
問
題
は
平
成
18
年
以

前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

平
成
19
年
に
は
地
域
社
会

活
動
交
付
金
の
一
括
交
付

や
加
入
推
進
チ
ラ
シ
の
配

布
、
自
治
会
担
当
職
員
制

度
な
ど
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
が
、
問
題
は
積
み

重
な
り
、
今
に
至
っ
て
い

る
。

　

議
会
で
は
一
般
質
問
に

お
い
て
幾
度
と
な
く
自
治

会
問
題
に
つ
い
て
質
問
を

投
げ
か
け
、
提
案
を
提
示

し
て
き
た
。
よ
う
や
く
自

治
会
対
策
会
議
が
発
足
さ

れ
改
革
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
る
。

　

時
代
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ラ
イ

ン
な
ど
に
よ
り
若
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法

が
変
化
し
て
き
て
い
る
な

か
で
ご
近
所
付
き
合
い
も

稀
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
地
域
活
動
に
変
化

◦
役
員
の
担
い
手
不
足

（
高
齢
化
、
構
成
） 

◦
自
治
会
活
動（
役
員
）で

省
け
る
も
の
は
な
い
か 

◦
自
治
会
に
入
る
メ
リ
ッ

ト
は

◦
加
入
金
、
自
治
会
費
は

妥
当
か

◦
う
ま
く
い
っ
て
い
る
自

治
会
の
事
例
を
聞
き
た

い
。

◦
多
く
の
自
治
会
が
参
加

で
き
る
よ
う
、
呼
び
掛

け
て
ほ
し
い
。

◦
町
の
考
え（
自
治
会
に

つ
い
て
の
認
識
）を
示

し
て
ほ
し
い
。

自
治
会
加
入
率
は

コ
ロ
ナ
対
応
か
ら
変
わ
る
か
自
治
会
運
営

各
自
治
会
の
課
題
は

話
し
合
う
テ
ー
マ
は

町
に
対
す
る
要
望
は

 松川町 

 高森町 

項目╲年 H22 H27 R2
総 人 口 13,676 13,167 12,539
世 帯 数 4,287 4,355 4,445
自治会加入率 81.5 77.8 71.5

項目╲年 H22 H27 R2
総 人 口 13,216 13,080 12,811
世 帯 数 4,219 4,346 4,516
自治会加入率 79.2 75.6 68.4

・総人口：国勢調査　・世帯数：住民基本台帳
・自治会加入率：住民基本台帳

を
も
た
ら
し
、
新
し
い
自

治
会
活
動
へ
の
改
革
時
期

が
来
て
い
る
。
今
い
ち
ど

原
点
に
戻
り
、
自
治
会
の

果
た
す
べ
き
役
割
を
見
直

し
、
他
人
ご
と
で
は
な
く
、

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。

（
参
考
資
料
）

◦
松
川
町
史
第
一
巻

◦
議
会
全
員
協
議
会
資
料

◦
令
和
５
年
度
区
長
・

　

自
治
会
町
会
資
料

◦
高
森
町
人
口
調
査
表

対策会議の状況と今後

他人ごと・
待たれる特集

飯田市山本地区の先進事例を学ぶ
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お知らせお知らせ

議会の様子がユーチューブで見られます

　「松川町議会」と検索していただくと過去の本
会議、全員協議会、委員会、各議員の一般質問の
様子をご覧いただけます。
　ぜひ検索してみてください。

　「松川町議会」と検索していただくと過去の本
会議、全員協議会、委員会、各議員の一般質問の
様子をご覧いただけます。
　ぜひ検索してみてください。

7月20日　議会出前講座

　北小 6年生 20 名に議場へ来ていただき、議会
について説明しました。
　北小 6年生 20 名に議場へ来ていただき、議会
について説明しました。

　議会では町民の皆様に町政に関心を持っていた
だき意見交換をするために、「ラインメンバー」を
随時募集しています。
　どなたでも参加できます。スマートフォンを
利用します。お気軽にご連絡ください。

　　議会サポーター応募先アドレス
　　https://onI.tw/3nXkpQH

　議会では町民の皆様に町政に関心を持っていた
だき意見交換をするために、「ラインメンバー」を
随時募集しています。
　どなたでも参加できます。スマートフォンを
利用します。お気軽にご連絡ください。

　　議会サポーター応募先アドレス
　　https://onI.tw/3nXkpQH

議会サポーターメンバー募集

　上片桐育成会主催の「星を見る会」が９月23
日（土）に上片桐改善センターで開催されまし
た。
　曇の合間から土星が見え宇宙を知る良い機会
の一夜となりました。

1．星野光洋（19ページ）
　・松川町の少し先の未来に向けて

の新しい指針となるような目
標、夢をこめた大きなキャッチ
コピーの必要性について

　・松川町における小中学校の体験
型の学習について

2．米山義盛（20ページ）
　・新農業法人設立について
　・今どういう教育が求められてい

るか

3．加賀田亮（21ページ）
　・地方再生手段の在り方と改善に

ついて

4．塩沢貴浩（22ページ）
　・松川町における病児保育、また

障がいのある子ども達への支
援について

　・帯状疱疹ワクチン接種の助成に
ついて

5．米山俊孝（23ページ）
　・事業決定に対する姿勢は
　・治山事業に対する対応について
　・松川町を取り巻く自然財産の活

用

　一般質問は、議員が町長などに事業の
執行状況や将来の方針について所信や疑
問を質し説明を求めるものです。
　掲載内容については、編集の都合上質
問者の責任において本人が原稿を執筆
し、掲載しています。

町の考えを問う！町の考えを問う！
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（
問
）　

松
川
町
の
小
中
学

校
、
保
育
園
で
現
在
行
わ

れ
て
い
る
体
験
型
学
習
は

何
が
あ
る
か
。

（
教
育
長
）　

松
川
町
で
は

今
年
度
か
ら
ま
つ
か
わ
観

光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
「
ま
つ
か
わ

学
び
の
旅
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
小

学
校
で
は
米
作
り
や
果
樹

栽
培
の
体
験
、
開
拓
の
歴

史
の
学
習
、
満
蒙
開
拓
記

念
平
和
祈
念
館
の
見
学
。

中
学
校
で
は
「
松
川
を
知

る
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー

マ
に
学
習
。
福
与
保
育
園

で
は
自
然
保
育
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
い
ず
れ
も
地

域
や
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
体
験
的
な
学

習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
る
。

（
問
）　

ど
の
よ
う
な
経
緯

で
ま
た
ど
の
よ
う
な
理
由

で
現
在
の
体
験
学
習
の
内

容
に
な
っ
た
の
か
。

い
る
。
主
体
的
に
取
り
組

み
、
人
や
自
然
と
の
か
か

わ
り
の
中
で
豊
か
な
人
間

性
が
育
ま
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。

（
問
）　

問
題
点
や
課
題
な

ど
は
。

（
教
育
長
）　

時
間
が
足
り

な
い
。
準
備
や
移
動
の
時

間
、
全
員
が
体
験
す
る
ま

で
の
時
間
は
学
習
指
導
要

領
で
定
め
ら
れ
た
範
囲
で

確
保
で
き
な
い
。
ま
た
高

学
年
、
中
学
校
に
進
む
に

つ
れ
て
少
な
く
な
っ
て
き

て
し
ま
う
。
体
験
が
目
的

に
な
り
、
前
後
の
学
習
が

疎
か
に
な
る
こ
と
。
加
え

て
費
用
の
問
題
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

（
意
見
）　

今
の
松
川
町
に

は
魅
力
的
で
面
白
い
体
験

型
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

熱
意
と
経
験
の
あ
る
地
域

の
方
々
が
揃
っ
て
い
る
。

先
生
方
に
加
え
、
ぜ
ひ
そ

の
方
た
ち
の
力
を
お
借
り

し
て
、
松
川
町
の
体
験
型

学
習
が
長
野
県
、
全
国
に

誇
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

問

答

保育園、学校の体験型学習は

町独自の体験学習を進めていく

（
教
育
長
）　

北
小
学
校
で

は
用
水
路
で
ホ
タ
ル
を
見

つ
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
「
も
っ
と
増
や
し
た

い
」
と
飼
育
を
始
め
る
な

ど
、
子
供
た
ち
が
主
体
的

に
課
題
を
持
っ
て
追
求
し

て
き
た
。
教
育
委
員
会
と

し
て
は
松
川
町
を
愛
し

て
、
誇
り
に
思
え
る
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成

し
て
い
る
。
学
園
構
想
も

踏
ま
え
、
松
川
町
全
体
で

意
味
の
あ
る
体
験
型
学
習

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
問
）　

体
験
型
学
習
の
生

徒
へ
の
効
果
は
。

（
教
育
長
）　

社
会
的
な
事

象
、
自
然
事
象
に
直
接
か

か
わ
る
の
で
子
供
た
ち
は

五
感
を
通
し
て
実
感
的
に

対
象
を
と
ら
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
理
解
が
深

ま
り
、
そ
の
対
象
に
対
し

て
興
味
関
心
が
高
ま
り
や

す
い
。
ま
た
思
考
す
る
チ

カ
ラ
や
表
現
力
が
高
ま
る

こ
と
も
実
際
に
目
に
し
て

　文科省より小中学校における体験型学習が教育の重要な柱と位置付け
られている。松川町の保育園、学校ではどんな取り組みが行われ、今後
どういった計画があるのか。効果や問題点なども含め質問をした。

星野光洋 議員

およりての森での自然体験学習の様子
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（
問
）　
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
３
月

に
行
い
、
さ
ら
に
一
般
社

団
法
人
で
新
農
業
法
人
を

作
ろ
う
と
し
て
い
る
が
町

全
体
の
農
業
政
策
上
で
の

位
置
づ
け
は
。

（
町
長
）　

農
業
法
人
の
設

立
は
以
前
よ
り
議
会
か
ら

の
提
言
さ
れ
て
い
た
重
要

課
題
で
、
よ
う
や
く
実
現

で
き
る
段
階
に
来
た
。
近

年
高
齢
化
な
ど
諸
事
情
で

果
樹
栽
培
を
継
続
す
る
上

で
困
難
を
抱
え
て
い
る
。

他
方
松
川
町
で
農
業
を
や

り
た
い
、
美
味
し
い
果
物

を
自
分
で
作
り
た
い
と
都

市
部
か
ら
果
樹
研
修
生
が

来
ら
れ
、
若
武
者
や
農
業

女
子
な
ど
若
手
農
業
者
の

会
、
定
年
退
職
後
の
就
農

者
も
い
る
。
離
農
さ
れ
る

方
か
ら
就
農
す
る
人
に
農

地
を
引
き
継
ぐ
橋
渡
し
役
、

新
規
就
農
者
へ
の
条
件
の

良
い
土
地
の
斡
旋
。
そ
の

た
め
に
農
地
を
維
持
管
理

し
、
積
極
的
に
動
け
る
法

人
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

環
境
保
全
型
農
業
で
持
続

可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
。

町
の
魅
力
、
個
性
で
も
あ

る
１
０
０
年
の
歴
史
を
持

つ
果
樹
栽
培
を
始
め
、
生

命
の
源
の
食
料
を
生
産
し
、

暮
ら
し
を
支
え
る
農
業
が

継
続
し
て
い
く
よ
う
法
人

を
中
心
に
、
関
係
機
関
、

農
業
者
と
と
も
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
る
。

（
問
）　

新
農
業
法
人
設
立

に
つ
い
て
一
般
の
町
民
な

ど
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な

い
と
思
う
が
、
検
討
会
議

の
構
成
メ
ン
バ
ー
と
検
討

経
過
の
説
明
を
。

（
産
業
観
光
課
長
）　

農
業

振
興
会
議
の
委
員
は
31
人

で
、
令
和
３
年
12
月
農
業

法
人
に
つ
い
て
の
素
案
を

提
案
し
た
。
令
和
４
年
度

は
、
６
月
に
第
１
回
会
議

の
開
催
、
町
の
農
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
・
協
議
。
第
２
回
７

月
末
は
、
町
の
農
業
の
課

題
と
今
後
に
つ
い
て
５
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し

合
っ
た
。
第
３
回
９
月

末
、
前
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
出
さ
れ
た
課
題
を
ま

と
め
、
農
業
法
人
の
方
向

性
の
イ
メ
ー
ジ
化
を
図
っ

た
。
第
４
回
昨
年
12
月
は
、

農
業
法
人
の
事
業
計
画
案

を
提
示
し
た
。
今
年
３
月

第
５
回
で
は
、
新
農
業
法

人
の
立
上
人
案
な
ど
設
立

の
形
を
提
案
。
今
年
度
第

１
回
は
５
月
末
、
定
款
・

事
業
計
画
の
素
案
を
示
し

た
。
こ
の
８
月

の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
募
集

に
至
っ
て
い
る
。

（
問
）　

不
登
校

の
増
加
は
学
校

教
育
の
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い

る
。
今
こ
の
問

題
に
対
し
て
ど

う
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
か
。

問

答

新農業法人設立のねらいを問う

「くだものの里」と環境保全型農業を推進

　新農業法人設立に向けての準備が進められている。この８月には定款・
事業についてのパブリックコメントや法人の名称についての公募が行わ
れたが、町民にこの動きがあまり知られていないように思い、この間の
経過や新農業法人設立のねらいを問う。また、不登校児童が増えている
なかでの、その対応や教育のあり方を問うたが、未来を担う子ども達の
思いを大事に健やかに育む上で、大人たちの価値観が問い直される学び
合いが必要ではないか。

（
教
育
長
）　

７
月
の
教
育

懇
談
会
や
９
月
の
学
校
運

営
協
議
会
で
も
不
登
校
の

問
題
を
話
し
合
い
、
こ
れ

か
ら
は
大
人
の
価
値
観
を

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

不
登
校
数
は
昨
年
よ
り
は

若
干
減
っ
て
い
る
が
、
２

学
期
に
入
っ
て
増
え
る
か

推
移
を
見
守
っ
て
い
く
。

非
常
に
多
様
化
し
て
お
り
、

全
て
の
子
ど
も
達
に
学
び

の
場
を
提
供
で
き
る
よ
う

な
努
力
が
必
要
だ
。

米山義盛 議員

リンゴ園を守ろう！
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（
問
）　

ふ
る
さ
と
納
税
の

現
状
と
課
題
は
。

（
町
長
）　

商
品
開
発
を
含

め
関
連
業
務
を
全
て
Ｄ
Ｍ

Ｏ
に
委
託
し
て
い
る
。
近

年
は
伸
び
つ
つ
あ
り
昨
年

は
２
億
強
の
寄
付
が
あ
っ

た
。
し
か
し
近
隣
自
治
体

に
比
べ
突
出
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

活
用
に
よ
り
さ
ら
な
る
企

画
開
発
に
つ
な
げ
、
返
礼

品
を
通
じ
て
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

（
問
）　

近
隣
町
村
だ
け
で

な
く
、
同
規
模
人
口
の
県

内
町
村
と
比
較
し
た
場
合
、

寄
付
一
件
あ
た
り
の
金
額
、

人
口
一
人
あ
た
り
の
寄
付

金
額
と
も
に
当
町
は
下
位

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
。

当
町
の
返
礼
品
は
９
割
が

た
農
産
物
関
連
だ
。
こ
の

偏
り
を
ど
う
考
え
る
か
。

（
町
長
）
　当
町
の
場
合
は

農
産
物
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
あ
る
。
在
庫

視
点
を
持
っ
た
人
が
移
住

し
て
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
の
が
本
来
の
姿
だ
。

あ
ま
り
に
も
果
樹
農
業
研

修
に
偏
っ
て
い
な
い
か
。

（
町
長
）
　町
が
抱
え
る
問

題
を
洗
い
出
し
、
協
力
隊

に
要
請
し
た
い
業
務
を
明

確
に
し
て
、
今
後
は
幅
広

く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
定
着
し
、
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
で
き
て
い

る
先
進
事
例
を
参
考
に
す

べ
き
だ
。
募
集
の
際
に
は

課
題
を
明
確
に
し
て
具
体

的
な
解
決
行
動
を
明
示
で

き
れ
ば
、
良
い
人
材
が
集

ま
る
可
能
性
が
高
い
。
反

対
に
「
産
業
活
性
化
」「
観

光
促
進
」
な
ど
と
い
っ
た

抽
象
的
な
課
題
で
募
集
す

る
と
、
失
敗
と
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
だ
。
協
力

隊
が
う
ま
く
機
能
す
れ
ば
、

隊
員
そ
の
人
自
身
が
町
の

魅
力
と
し
て
Ｐ
Ｒ
と
な
り

う
る
。
積
極
的
で
戦
略
的

な
協
力
隊
の
呼
び
込
み
が
、

町
の
再
生
を
左
右
す
る
と

考
え
る
が
。

（
町
長
）　

ぜ
ひ
精
査
し
て

積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

問

答

ふるさと納税と地域おこし協力隊の課題は

偏りがあるがバランスを是正したい

管
理
な
ど
の
体
制
を
整
え

る
時
間
が
足
り
ず
、
金

額
・
件
数
と
も
伸
び
悩
む

恐
れ
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
販

路
の
拡
大
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
企

画
力
強
化
に
注
力
し
た
い
。

（
問
）　

ふ
る
さ
と
納
税
は

寄
付
者
が
希
望
す
る
使
途

を
明
示
す
る
。
農
業
関
連

は
26
％
、
子
育
て
教
育
関

連
が
29
％
だ
。
し
か
し
寄

付
額
２
億
円
の
う
ち
返
礼

品
調
達
と
そ
の
関
連
業
務

に
約
１
億
円
消
費
し
て
い

る
。
つ
ま
り
農
業
関
連
に

50
％
費
や
し
て
い
る
。
子

育
て
教
育
関
連
に
も
同
等

の
支
出
を
す
べ
き
で
は
。

（
町
長
）　

寄
付
者
の
希
望

内
訳
を
精
査
し
、バ
ラ
ン

ス
よ
く
分
配
し
希
望
に
沿

っ
て
財
源
を
支
出
し
た
い
。

（
問
）　

地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
現
在
８
人
が
在
籍
し

て
い
る
が
、
７
人
が
果
樹

農
業
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

　

都
市
部
な
ど
の
外
部
の

　地方再生政策のうち、ふるさと納税と地域おこし協力隊についてその
課題や改善方針を質した。どちらも一定の分野に大きな偏りが見られ、
他町村と比べると大きな成果が出ているとは言えないのが現状だ。当方
の分析や問題点の指摘、改善提案に対し、町長は真摯に受け止めており、
前向きに対応する姿勢を示した。今後の町政運営に反映されることを期
待したい。

加賀田亮 議員

徹底した課題の掘り下げと支援が
良い協力隊人材を呼び込む
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塩沢貴浩 議員

（
問
）　

子
育
て
支
援
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
お
た
ふ
く

風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

時
も
子
ど
も
を
保
育
園
に

預
け
る
こ
と
の
で
き
る

「
病
児
保
育
」
が
あ
る
が
、

町
と
し
て
の
考
え
は
。

（
町
長
）　

南
信
州
定
住
自

立
圏
構
想
に
基
づ
き
飯
田

市
と
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
健
和
会
の
「
お
ひ
さ

ま
は
る
る
」
を
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。
病
児
保

育
は
保
育
士
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
の
配
置
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。
設
置
に

は
専
用
ス
ペ
ー
ス
や
専
門

職
員
を
配
置
す
る
必
要
が

あ
り
、
現
状
で
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
。

（
問
）　

豊
丘
村
、
高
森
町

と
の
広
域
で
の
対
応
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）　

現
在
は

南
信
州
単
位
で
取
り
組
ん

で
い
る
状
況
で
あ
る
。
規

模
の
違
う
町
村
単
位
の
連

携
は
情
報
・
課
題
の
共
有

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
問
）　

発
達
の
遅
れ
な
ど

で
保
育
園
に
入
園
で
き
な

い
お
子
さ
ん
へ

の
対
応
は
。

（
こ
ど
も
課
長
）

　

医
療
的
配
慮

ま
た
発
達
の
遅

れ
な
ど
状
況
は

変
わ
る
が
、
こ

ち
ら
も
南
信
州

単
位
で
取
り
組

ん
で
い
る
。
飯

田
市
の
子
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー

問

答

病児保育・障がいを持つ子ども達への支援は

近隣市町村との連携を含め適切に進める

ひ
ま
わ
り
を
中
心
に
支
援

を
受
け
て
い
る
。

（
問
）　

取
組
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
導
入
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
出
生
時
、
体
重
が
１
㎏

未
満
、
身
長
が
40㎝
未
満

で
も
記
入
可
能
な
母
子
手

帳
の
こ
と
で
現
在
は
母
子

手
帳
の
副
読
本
と
し
て
配

布
さ
れ
て
い
る
。
県
は
県

立
こ
ど
も
病
院
と
相
談
し

て
現
在
作
成
中
。
今
年
度

中
の
発
行
を
予
定
し
て
い

る
。

（
問
）　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
助
成
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）　

長
野

県
で
は
６
市
村
で
実
施
し

て
い
る
。
町
で
は
来
年
度

以
降
、
給
食
費
の
無
償
化

な
ど
の
財
政
負
担
が
予
想

さ
れ
る
。
国
、
県
の
動
向

を
参
考
に
慎
重
に
考
え
て

い
く
。

（
問
）
　地
方
自
治
体
で

15
％
に
あ
た
る
２
７
２
の

自
治
体
で
助
成
が
行
わ
れ

て
い
る
。
30
％
を
超
え
る

と
国
も
動
く
と
思
う
。

（
保
健
福
祉
課
長
）
　国
で

の
議
論
も
何
年
も
結
果
が

出
て
い
な
い
状
況
。
国
だ

け
で
な
く
県
に
も
要
望
を

出
し
て
い
く
の
が
重
要
と

考
え
る
。
帯
状
疱
疹
は
免

疫
力
の
低
下
が
原
因
の
ひ

と
つ
。
保
健
師
を
中
心
に

疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

く
方
法
も
あ
る
と
思
う
。

　町では病児保育を行える施設がない。発達の遅れなどで入園できない
子どもたちもいる。そうした子どもたちへの対応や支援の状況を質問し
た。松川町を中心に、近隣の町村の子ども達も請け入れる体制を構築し
ていただきたい。また帯状疱疹ワクチンの助成についても質問した。

全国で配布されているリトルベビーハンドブック
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（
問
）　

町
長
も
就
任
以
来

新
規
事
業
と
し
て
、
給
食

費
無
料
化
事
業
を
実
現
さ

れ
た
。
財
政
状
況
も
踏
ま

え
た
予
算
化
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
説
明
さ
れ
取
り

組
ま
れ
た
。　
　

　

新
規
事
業
立
ち
上
げ
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が

な
さ
れ
た
と
思
う
が
、
全

体
的
な
見
直
し
に
も
つ
な

が
っ
た
と
思
う
。
今
後
と

も
積
極
的
な
運
営
を
お
願

い
し
た
い
と
思
う
が
、
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
は
。

（
町
長
）　

ま
ず
は
事
業
を

し
た
後
は
事
業
の
振
り
返

え
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

そ
の
事
業
の
効
果
は
責
任

を
持
っ
て
住
民
の
皆
さ
ん

に
お
伝
え
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
も
思
っ
て
い
る
。

必
要
な
と
き
に
は
必
要
な

と
こ
ろ
を
積
極
的
に
投
資

し
て
い
く
と
い
う
思
い
に

は
変
わ
り
が
な
い
の
で
、

そ
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

（
問
）　

治
山
事
業
に
対
す

米山俊孝 議員

に
気
づ
く
よ
う
、
地
元
か

ら
の
情
報
収
集
も
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
く
。

（
問
）　

松
川
町
を
取
り
巻

く
自
然
財
産
の
活
用
と
し

て
、
中
央
ア
ル
プ
ス
登
山

道
整
備
が
で
き
な
い
か
。　
　

　

中
央
ア
ル
プ
ス
に
は
北

ア
ル
プ
ス
、
南
ア
ル
プ
ス

と
は
違
っ
た
魅
力
が
あ
る
。

登
山
道
整
備
が
満
足
に
で

き
て
お
ら
ず
、
訪
れ
た
い

人
が
い
て
も
、
二
の
足
を

踏
む
状
況
と
、
こ
こ
の
整

備
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら

聞
く
。
鳩
打
峠
か
ら
の
出

入
り
が
多
く
現
在
整
備
が

さ
れ
て
い
る
烏
帽
子
岳
へ

は
大
勢
の
登
山
者
が
訪
れ

て
い
る
が
、
烏
帽
子
岳
を

含
む
奥
地
籍
は
松
川
町
か

ら
外
れ
る
が
、
入
り
口
の

鳩
打
峠
は
松
川
町
な
の
で

ト
イ
レ
整
備
な
ど
松
川
町

に
対
す
る
感
謝
の
声
を
聴

く
。
中
央
ア
ル
プ
ス
南
越

百
か
ら
松
川
方
面
か
け
て

は
稜
線
部
分
が
多
町
村
に

絡
む
た
め
整
備
が
進
ま
な

い
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

訪
れ
た
い
人
を
迎
え
る
た

め
に
も
、
県
・
他
町
村
に

も
働
き
か
け
整
備
の
対
応

が
で
き
な
い
か
。

（
産
業
観
光
課
長
）　

県
・

国
な
ど
に
大
勢
の
方
に
喜

ん
で
も
ら
え
る
山
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の

思
い
を
し
っ
か
り
繋
げ
た

い
。

問

答

事業決定に対する姿勢は

効率的な行財政運営を行い前進する

る
対
応
に
つ
い
て
。
三
六

災
害
か
ら
60
年
以
上
経
過

し
当
時
の
復
旧
工
事
も
ほ

こ
ろ
び
が
出
て
い
る
と
思

う
。
予
防
防
災
の
見
地
か

ら
の
対
応
は
。

（
町
長
）　

防
災
減
災
国
土

強
靭
化
の
予
算
は
国
で
も

延
長
を
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
治
山
事
業
は
、

山
地
災
害
の
予
防
や
国
土

保
全
を
目
的
と
す
る
重
要

な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
有
林
で
は
国
が
、
民
有

林
で
は
県
が
実
施
す
る
。

民
有
林
で
あ
っ
て
も
、
規

模
や
技
術
的
な
必
要
性
、

重
要
区
域
に
よ
っ
て
は
国

が
実
施
す
る
場
合
も
あ
り
、

県
に
対
し
点
検
調
査
や
、

対
策
工
事
の
働
き
か
け
が

役
割
と
思
っ
て
い
る
。
森

林
環
境
譲
与
税
の
活
用
も

検
討
し
、
町
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た

い
。

（
産
業
観
光
課
長
）
　県
と

と
も
に
状
況
変
化
を
早
め

　時には振り返り事業の総括を行い、その結果を伝え。新たな政策に対
しては賛否が必ず意見として出ると思う。政策を提案しなければ、意見
も出ない。いろいろな意見を聞きながら、積極的な運営を期待したい。

登山道整備熊笹刈作業
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安
曇
野
市
出
身
の
自
分
が
製
菓

学
校
進
学
の
た
め
上
京
し
、
12
年

間
過
ご
し
た
頃
妻
と
出
会
い
子
ど

も
が
産
ま
れ
た
の
を
機
に
、
自
然

に
触
れ
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思

い
も
あ
り
約
８
年
前
、
妻
の
実
家

の
あ
る
松
川
町
へ
と
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
ろ
そ
ろ
自
分
の
店
を
と
考
え

た
時
に
商
工
会
に
相
談
に
の
っ
て

も
ら
い
、
ご
縁
の
あ
っ
た
今
の
場

所
に
「
け
ー
き
や
ペ
パ
ン
」
を

　例年にない残暑が続く中、9月
の定例会を終え、今回の議会だよ
りではその内容を反映し多くの
ページを割きお送りしました。
　先日受けた広報研修会にて、よ
く見出しなどで使われる「〜につ
いて」は、読み手の方の目を引く
には不向きであると教わりまし
た。慣習にとらわれず、少しでも
皆さんが議会に興味を持っていた
だくよう言葉の選択にも気を配っ
て編集していきたいです。

（星野光洋）

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
「
く
だ
も
の
の
里
松
川
町
」
は

季
節
を
と
お
し
て
果
物
が
多
く
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
品
種
、
そ

れ
ぞ
れ
の
味
の
違
い
に
驚
き
、
感

動
し
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
り
ん
ご
農
家
で
あ
る
妻
の
両
親

や
、
関
わ
る
農
家
さ
ん
か
ら
食
べ

方
や
味
の
違
い
を
教
わ
る
こ
と
が

で
き
、
商
品
に
活
か
せ
る
よ
う

日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。
お
か
げ

さ
ま
で
今
年
７
年
目
を
む

か
え
、
メ
イ
ン
商
品
の
タ

ル
ト
タ
タ
ン
や
リ
ン
ゴ
の

バ
タ
ー
サ
ン
ド
は
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
も
登
録

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

　

当
店
の
お
菓
子
が
松
川

町
の
美
味
し
い
果
物
の
味

を
た
く
さ
ん
の
方
に
知
っ

て
も
ら
え
る
一
つ
の
き
っ

か
け
と
な
り
訪
れ
る
人
た

ち
が
増
え
、
さ
ら
に
町
が

賑
わ
い
元
気
に
な
っ
た
ら

嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
松
川
町
で
２
人
目
の
子
ど

も
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
子
育
て
に
つ
い
て
も
勉
強
中
で

す
。
な
る
べ
く
一
緒
の
時
間
を
過

ご
し
た
い
と
思
い
、
店
で
子
ど
も

た
ち
が
手
伝
い
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
仕
事
と
の
両
立
は
思
う

よ
う
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
お
客
様
や
家
族
、
保
育
園

の
先
生
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
に
支

え
て
も
ら
い
良
い
環
境
の
な
か
で

子
育
て
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
な
が
ら
、
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

美
味
し
い
果
物
で
ケ
ー
キ
づ
く
り

（
新
井
北
部
）
林

　正
浩

松川中学校　演劇部

　タイトルの「I Have a Dream」は、ノーベル平和賞を受賞したキング
牧師の演説の一節。職と自由を求めたこの有名な演説は、公民権運
動に大きな影響を与え、未来を切り開いた。

　演劇部は、１年生３名　２年生４名　３年
生10名で活動を行っています。
　演劇は、演技をするだけでなく、音響や照
明、衣装や、小道具、大道具などを工夫しな
がら総合的に作り上げるところが楽しく、昨
年から台本作りにも挑戦し、より良いものを
作り上げるためにみんなで協力しています。

I Have a Dream!I Have a Dream!I Have a Dream!私には夢がある
未来に羽ばたく若者●子どもたち

（部　長）
松 井 悦 子

（副部長）
米 山 義 盛
塩 沢 貴 浩

（部　員）
間 瀬 重 男
米 山 郁 子
星 野 光 洋

広 報 部
（編集委員会）
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